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278 ．　疾走動作、形態、骨成熟 、筋パ ワ ー、筋の 質的 ・量的評価 か らみ た

　　　　疾走能 力の優れ た児童の特徴
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〈 目的 〉 　疾走 能力 は 、ス ポ
ー

ツ の 達成水準 に 関 わ

る重 要 な基 礎的能力 の ひ とつ で あ り、他の 運 動能力

に比 して 生 得 的要 因 の 関与 が 大 きい と され て い る。
本研究 は、疾走能力が特 に優 れ て い る 児童 の 特微 を、
疾走動作、形態 、 骨成熟 、 筋パ ワ

ー
、 筋 の 質的

・量
的評価などの 面から明か にす る もの で ある。
〈 方法 〉 全 国小学生 大会の 100m で 優れ た成績 をあ

げ た 12歳 の 児 童2名、【 （100m　2位 12秒 05） とN （100m

4位 12秒35） を対象 に、50m疾走 に おける 疾走動作、
疾走速 度、歩幅、歩数、立 幅跳、垂 直跳 、膝 の 伸 展

・屈曲パ ワ
ー

（Cybexll ＞、最大無酸素パ ワ
ー

（自転

車 エ ル ゴ ）、骨年齢 （TW −2）、大 腿 筋断 面 積 （MRI ）

筋 の エ ネル ギー代謝 （
31PNMR

）を測定 じた。
〈 結果 〉 被験者1とN の 身長 （159．6cm ．1632cm ）及

び体 重 （49．5kg，485kg ） は 大き く、同年齢児 の 身長

で 97％ile体 重で 90％ileに 相当す る値 で あ っ た 。

50m 疾走 タ イ ム は、至が 6．4秒、　 N が6．8秒で
一般 児竜 の

平 均値 よ り約 7秒速 く、疾走 速度8．98m ！s と8、45m ！sは

そ れぞ れ 369e，289e高か っ た。疾走時 の 歩 幅 193cm と

190cmは
一

般児童 よ り13〜L4％、歩幅！身良1．21 と1．17

も5〜9％、い ず れ も大きい 値 で あ っ た 。

一
方、1 とN

の 歩数4．65、4．44stepslsは一一
般児童 よ り12〜18el・大 き

く、一
流競技者と変 わらない 高い 値で あ る こ とが顕

著 な特微 で あ っ た eI とN の 疾走動作 は全 体的 に
．
般

児童 よ り優 れ て い た が、と くに 回復期の 脚の 動 き に

顕著 な違 い が見 られ た。疾走 中の 右脚 圓復期 に お け

る腰 、膝、足 関節 で の パ ワ
ー一を比較 し た結果、1とN

の 腰 の パ ワ
ーは 約 3 倍 、 膝の パ ワ

ー．一は約 1．5殕 ．一
般

児童 よ り大 き く、疾走 中の 下 肢関 節 ま わ りの 餉誕

働 きが顕著に 異な っ てい た。【とN は 回彩搾 ・．．じ大

腿 を前方へ よ り大きなパ ワ
ー

で 引 き出 し 、回復期後

半で 大腿 と下 腿 を大 き なパ ワ
ー

で 引 き戻 して い た。
　 こ の動 作 は、成人 ス プ リン タ

ー
に見 る 特微 （阿江

1986） と同 様で 、す で に 優 れ た 疾疋 動作 を身に つ け

て い る とい える eI とN の 垂直跳 は66．Ocm ，59，0cm ，立
幅 跳 は249cm ，248cm で、い ず れ も

一一
般 児 童 よ り30〜

40％大きか っ た 。 膝 の 伸展及 び屈曲パ ワ
ーは と もに

顕 著 に 大 き な値 を示 した。特 に伸展 パ ワ
ー

が 大きく
一
般児童 よ り5rpm で L7 〜L9 倍、101pm で 2．0倍、30

rpm で 2．8〜3．3igで あ っ た。ま た屈 曲パ ワーも大 きく、
5rpm で 1．2倍、 10rpm で 1．5倍、30rpm で 1．9倍 で あ っ

た 。 い ず れ も速度 が大 きい ほ ど一
般児童 に 比 し て

よ り大 き なパ ワ ーを発揮した 。最大無酸素パ ワ
ーは 、

614w （12．4w！kg） で、一
般児童 の 1．41倍 で あ っ た。

1 は暦年齢 12．51に対 して 骨年齢 は 15．75歳、N は暦

年齢 12．18歳で 骨年齢 は 14．94歳で と もに骨年齢が大き

く、1が や や 甲・熟傾向で あ っ た。最終身長 の r・測値は、
1 が 173．1cm ，N が 183、5cm で 、

　N の 方 が 大 き くな る と 予

測 され た 。大 腿 部 MRI に よ っ て筋 の 形態 的特微 を比 較

した 。 図1は1と成人
・
流競技者 の 大腿部の 横断面積 を

筋群別 に、及 び ス ラ イス 別 に 連 続 的 に 示 して もの で 筋

の 形状の 違い が わか る 。 1の 人腿の 筋 は未発達で あ り、
と くに

一
流ス プ リン ター

の 特徴ある 大腿上 部 の 伸筋群

の 大きさや 全体的 に 細い 下 部の 形状 が 異 な っ た。筋エ

ネル ギー
代謝をみ る ため に MR 装貫内で 右脚 を伸展 し

た 状 態で の h下 運 動 を負荷 し、運 動中の PCr／Pi及 び筋

内PH の 変化 を求め た。　
一
流ス プ リン ターで はPCr1Pi、

筋内PH が 著 し く低 トした が、1，N で はPCr ！Piの 低下

は 少な く、オール ア ウ ト時 の PH が 休息時 よ りほ と ん

ど低 下 しなか っ た 。 こ れ は 1、Nが 解糖系の 代謝 に依

存 して い な い 可 能 性 を示 して お り、興味深い 結果 で

あ る．子 ど もは 無酸素的代謝過程 に 依存す る エ ネル

ギー源 を動 員 す る ような能 力が 低 い と され て い る。
した が っ て、1、N はまだ トレ

ー
ニ ン グ量が少なく、

速 筋線維が 主働的 に 動員 され て い ない こ と、今後 の

可 能性が 大きい こ となどが 示 唆 され る 。

〈 ま とめ 〉 こ れ ら の 緇果か ら、1、N は 1）疾走動

作が 優れ、歩数が 顕著に大きい 、2）筋力 ・パ ワ
ーが

高い 、3）解糖系 の 代謝に依存 して い ない 、等の 特徴

が み られ、さ
’
らに 疾 走 能 力 が 向．ヒす る 可 能 性 を有す

’
と思わ れ る 。 しか し、骨成熟がや や 進 ん で い る こ

ど が 示 され て お り、成 熟 との 関係 は今後継続 して

検討すべ きで あ る 。
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